
天 平14（742）年、聖武天皇は山背国恭仁京

から東北に道をひらき、甲賀紫香楽の

地に離宮を造営、翌年には大仏造立の詔を

発して、仏教を核とした「理想郷」づくり

がはじまりました。さらに同17年には首

都としての位置づけがなされながら、あ

いつぐ天変地異や天皇の急激な変革路線

に反対する勢力の活動により、天皇は志半

ばにこの地を去ります。

　紫香楽宮の造営とその放棄は、古代史上の大

きな「事件」であり、また黄瀬・牧地先には早くに

国の史跡に指定された立派な遺構がありながら、その実態は謎に

包まれ、多くの研究者がこれを解明しようと力を注いできました。

　幸い旧信楽町時代に中核施設があったと考えられる宮町遺跡が

発見され、また新名神高速道路の工事などにより、多くの注目す

べき関連遺跡が確認された今日、宮の実態解明に向けた期待が高

まっています。

　甲賀市史第一巻でもこの紫香楽宮に多くのページをあて、多面

的にその謎に迫ります。

　　聖武天皇、光明皇后あるいは行基といった

時代の主人公がこの地にどんな理想を求め、

どう実現しようとしたのか、広い視野から

の解説をご期待ください。
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甲賀市内にすむ

絶滅が心配される動植物や
それらを育む大切な
自然についての連載です

 ベニイトトンボが飛び
コウホネの咲く池
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　昨年夏、甲賀市内の小さな池で、ベニイトトンボが発
見されました。その名の通り、雄が紅色をした美しいイ
トトンボで、全国的に減少したため、環境省の絶滅危惧
Ⅱ類、滋賀県の絶滅危惧種に指定されています。県内で
は11年ぶりの発見で、すでに絶滅したとも考えられて
いました。
　では、このトンボが、なぜ甲賀に見つかったのでしょう。
　それは、水草の繁った昔ながらの環境の池が、付近の
農地と一緒にずっと保たれてきたからだと思われます。
ベニイトトンボは特に環境の変化や違いに敏感で、他の
トンボが多く見られる池でも、必ずしも見られると限り
ません。全国の生息地の例を見ても、歴史のある古い池や、
貴重な水生植物があり保護指定を受けるような池があげ
られます。
　今回、発見された場所は、小さなため池でしたが、同
時に絶滅危惧の水草のコウホネや、魚のカワバタモロコ
が見られ、池の環境が非常に貴重なことが示されました。
　本当に自然の豊かな水辺には、古寺の庭園の様な丸み
を帯びた美しさがあります。コンクリート護岸の池に見
られない、大切な自然です。 m

ベニイトトンボの
　交尾（上が雄）

m水草の繁る池と
　コウホネの花

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は甲南町文化協会から
お寄せいただきました。
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